
 

【磯子区】令和６年第２回区づくり推進横浜市会議員会議 議事録 

 

開催日時 令和６年６月 11日  10時 40分～11時 40分 

場  所 磯子区役所７階 701、702会議室 

出 席 者 

【座     長】 武田 勝久 議員 

【議 員： ２ 名】 二井 くみよ 議員、関 勝則 議員 

【磯子区： 27 名】 高橋 功 区長、八谷 将人 副区長、 

近藤 健彦 福祉保健センター長、 

立花 千恵 福祉保健センター担当部長、 

松本 英之 磯子土木事務所長 

渡邉 浩司 磯子消防署長 

ほか関係職員 

議  題 議題１ 令和６年度磯子区個性ある区づくり推進費の執行計画等 

発 言 の 

要  旨 

二井議員：13ページの高齢者みんなで支えるまちづくり事業ですが、一人

暮らし高齢者等への相談窓口啓発の、高齢者等の等がどういっ

た方を指すのかお伺いします。 

 

柴田高齢・障害支援課長：今年度は、78歳以上の一人暮らし高齢者の方を

対象と考えております。先生がおっしゃった高齢者等ですが、

一人暮らしに限らず、高齢の二人世帯の方も対象として考えて

いきたいと思っており、高齢者等としております。 

 

二井議員：ありがとうございます。この一人暮らしの高齢者、高齢者のみ

の二人世帯の方、どれくらい人数がいると想定しているのでし

ょうか。どれくらいの方に作成されたものを配布していく想定

なのかお伺いします。 

 

柴田高齢・障害支援課長：今年度の対象者について、これまで民生委員さ

様式１ 



んの訪問や介護保険サービスの利用につながっていない方を

想定をしております。今回はその中でも先ほど 78 歳以上と申

し上げましたが、まず今まで関わりのない方つながりのない方

たちの中から、手紙等で希望を聞かせていただいて、訪問の希

望がない方大体 1,500人ぐらいの方にそれをお届けするような

ことになるのではと想定をしています。 

 

二井議員：今までつながりのない方に配られるということはすごくいい取

組だと思います。今後の取組について注視していきたいと思い

ます。 

次に、18ページの子育て応援事業に関し、先ほどお話のあった

いそっこマップですが、どのように配布されているのか、その

手段と対象範囲になっていらっしゃる方、また、対象範囲のど

れぐらいの割合の方に対して、お手元に届くことを目標とされ

ているのか、お伺いします。 

 

坂東こども家庭支援課長：いそっこマップは、こども家庭支援課の窓口を

はじめ、乳幼児健診の会場、区庁舎１階広報相談窓口、いそぴ

よ、親と子のつどいの広場などに配架しています。 

また、生後四ヶ月までの赤ちゃんのいるご家庭を訪問する「こ

んにちは赤ちゃん訪問」事業で、訪問の際にもお渡ししていま

すので、訪問した全てのご家庭にお届けできていると考えてお

ります。 

 

二井議員：全ての方にお届けできているというのはとても良いことだなと

思います。冊子を拝見しましたが、私のもとに相談される方に

障害児のお母さまが多いのですが、25、6 ページに、区役所で

のご相談と連絡先の記載がたくさんありますが、実際にどこに

相談していいのかわからないというような声があります。この

ページを見ただけでも、自分の悩み事はどの番号にかけたらい

いのか、非常に分かりにくいと思います。どのような現状認識

をされているのかお伺いします。 

 

坂東こども家庭支援課長：発達に特性のあるお子さん、障害のあるお子さ



んについてのご相談も、25ページの左上の、子育て全般につい

ての相談窓口である、こども家庭相談でお受けしております。 

発達や障害に関するご相談については、専門職につないでい

く体制になっております。 

 

二井議員：どのようにしたらもっと多くの方につながっていけるのかとい

うことは私も一緒に考えていきたいと思いますので、引き続き

よろしくお願いいたします。 

24ページの、特定遮断型感震ブレーカー配付は非常に良い取組

だと思っていますが、当初想定していた配付予定数より、物価

高騰の影響で数が減っていると伺いました。それで足りるのか

どうかということをお伺いします。 

 

角田総務課長：予算積算した時点では 90 個程度お配りできればと考えて

いたところです。実際には配付対象のエリアが限られておりま

して、対象エリアの世帯に、市の計画、横浜市地震防災戦略の

中で感震ブレーカーの設置率の目標が令和９年度に 14％とな

っておりますので、世帯数×14 %、これで 280個ぐらいになり

ますが、一気に配付することが難しいため、これを数年間で目

標達成しようと、まず令和６年度は 90 個と考えたところです。

今年予算を取っているだけで、すべてまかなえるものではあり

ませんし、まして対象を高齢のお一人暮らし世帯を中心にと考

えておりますので、まずは啓発を兼ねて始めたいと思います。 

すでに市の方で感震ブレーカーの助成制度がございますの

で、対象地域には毎年お話をしておりますが、通常のブレーカ

ーですと一気に電源が落ちるのが怖いですとか、ブレーカーが

高所にあり一回落ちると上げることが難しいなど、色々なご意

見をいただいていますので、まずは感震ブレーカーとはこうい

うものですよと、防災訪問等の際に実際に現物を持っていっ

て、理解いただきお試しいただくことがスタートですので、ひ

とつのきっかけとして実施していきたいと考えています。 

 

二井議員：分かりました。高齢者の方は一気に家全体のブレーカーが落ち

てしまうと不安だと思うので、この磯子区の特定遮断型感震ブ



レーカーの配付はすごくいい取組だと思います。着実に進めて

いただけたらと思います。応援しております。 

次に、避難場所等広報についてですが、リーフレットの印刷数、

配布方法について伺います。ハザードマップは事業者も含めた

全戸配布だったので、磯子区内のすべての方の手に渡っている

と思うのですが、それに対して、この避難場所等広報リーフレ

ットはどれぐらいの世帯に配布されることになるのか伺いま

す。 

 

角田総務課長：避難場所等広報リーフレットにつきましては、基本的には、

個人の世帯を中心にお配りすることを考えておりまして、今の

ところ約 65,000 部を作成したいと考えております。この数字

の根拠としましては、まず、磯子区の世帯数が約 80,000 世帯

ですが、基本は自治会町内会経由でお配りしようと思っており

ますので、自治会長内会の加入率が約７割ですので、80,000世

帯の約７割、これで 56,000 部程度。それ以外に、自治会町内

会に入っていない世帯にもご希望があったときにお配りする

ものを 9,000部、合わせて 65,000部を作成します。 

ですので、基本的には自治会町内会加入されている世帯には

全てに、それ以外の希望している方には窓口等でお渡します。 

不足があれば、もちろん追加も考えてまいります。 

 

二井議員：プッシュ型で配られないと、自治会町内会に加入していない方

で希望されている方の存在を把握することができないのでは

と思いますけど、どのようにその町内会に加入されていない

方、約 9,000世帯相当の方に対して、アプローチされるのか伺

います。 

 

角田総務課長：まずは区のウェブページにデータ自体も掲載はしてまいり

ますので、ホームページで広報していくことと、あとは、区役

所で年間 30 回以上開催している出前講座や防災のイベント等

啓発の場も通してお伝えをしていきたいと考えています。 

 

二井議員：やはり一人でも多くの方に渡るといいかなと思います。最近で



も自分の地域防災拠点をご存じない方もまだまだ多いので、多

くの方に届けるよう取り組んでいただけたらと思います。 

次に、ペットの同行避難訓練の実施支援ですが、現状の取組状

況をお伺いします。 

 

古家生活衛生課長：ペットの同行避難につきましては、地域防災拠点の運

営委員の皆様に認識を持っていただくことも含め地域防災拠

点の運営委員会に対してペットの、一時飼育場所の設定をお願

いしています。 

 

二井議員：確認ですが、一時飼育場所、今まで約半数ぐらいはまだ協議を

されていない段階だったと思いますが、今回は全ての防災拠点

で一時飼育場所の設定をしていくという認識でよろしいです

か。 

 

古家生活衛生課長：すべての拠点で設定をお願いしています。 

 

二井議員：今、磯子区内のペットの数がどれぐらいなのかというのと、傾

向として増えているのか、それとも一定割合でずっと、水準が

変わらないのか傾向についてもお伺いします。 

 

古家生活衛生課長：ペットの数については詳細な資料が手元にございませ

んが、数としては、変わってない、だいたい横ばいくらいかと

思います。 

 

二井議員：ペットを飼育している方からも、能登半島の地震を受けて発災

時にどうしたらいいのかとのご不安の声を最近頻繁に伺って

おります。磯子区は広報よこはま区版で特集も組まれていて、

ペットの防災について精力的に取り組んでいてありがたいと

思いますが、ただなかなか届いていないのかと思っています。

例えば、狂犬病の予防接種や登録手続きを行う場所にも、ペッ

トの防災備蓄品の啓発や、広報よこはまの前回の配布されたも

のの記事などが置いてあれば、より分かりやすいというお声を

伺っています。飼っていらっしゃる方に対して、なるべくプッ



シュ型で、ペット防災に関する啓発をしていただけたらありが

たいなと思います。 

次に、27ページ福祉避難所の支援についてですが、現在磯子区

内は何か所あるのか、福祉避難所に避難される方の定義が横浜

市の場合はないと思いますが、磯子区ではどのような方を想定

されているのか伺いたいのと、福祉避難所の数自体が前回足り

ないと伺っていますので、能登半島地震をふまえ改めて磯子区

としてその福祉避難所の課題認識をどのようにもってらっし

ゃるのか、最後にお伺いします。 

 

柴田高齢・障害支援課長：まず福祉避難所の数ですが、26施設で昨年と変

わっておりません。どのような方を対象と考えているかという

ことですが、横浜市と同じ考え方になりますが、地域防災拠点

や自宅での被災生活が難しいと判断された方で、最初から入れ

ることをお約束ができるものではありません。その時のその方

の生活状況を専門職等が判断しまして、ご案内をさせていただ

くようになります。 

数ですが、受け入れの可能人数というのは施設の中でもありま

すので大規模な磯子区を中心とした災害が起きた時には、磯子

区としては少ないのではないかというご指摘をいただいたと

思います。避難所を増やしていくために施設にお声掛けしたり

出向いてご説明させていただいていますが、まだ協定締結には

至っておりません。大規模な災害となりますと、磯子区内だけ

でまかなえないところもあると思うので、横浜市全体として、

福祉避難所をどう活用していくのかを検討が必要と考えてお

ります。 

 

関議員： ペット同行避難についていくつか伺います。確か、横浜市は獣

医師会と災害対応の連携協定を結んでいると思いますが、最近

言われ始めているのが、風水害時の避難で、風水害時は一時的

なゲリラ豪雨で長期にならず短期の中で、獣医師会の方々がボ

ランティアで、例えば一時預かりのようなことを進めているこ

とを聞いています。例えば磯子区として、風水害、震災も含め

て、獣医師会との連携など協議していることがありますか。 



 

古家生活衛生課長：区として、横浜市の協定に上乗せして個別に協定とい

うものはないと思います。 

 

関議員： 例えば区役所の駐車場などでペットの譲渡会を行っていたり、

１階で地域猫の啓発を行われていると思います。磯子区は地域

猫について非常に先進的な取組をしているということですか

ら、区として獣医師会との連携が今無いとおっしゃっていたの

ですが、同行避難にも関わってくると思うので、ぜひ専門家の

知見も取り入れていただけたらと思います。先ほどの二井議員

の質問に続いて、具体的には各拠点で、受け入れできるかでき

ないか、どのような話をされているのでしょうか？実際に拠点

の避難訓練には私ももちろん何か所か行ったことありますが、

実際に磯子区内でペット同行避難訓練というのは何か所くら

い実施しているのかお伺いします。 

 

古家生活衛生課長：区内の拠点の中で、一時飼育場所を設定しているとこ

ろが９か所となります。その他、飼育ルールも含めて検討中の

ところもありますが、飼育ルールを設定しているところが１か

所です。また、最初にご質問ありました、獣医師会との連携で

すが、一時預かりのような協定を独自に結んではおりません

が、獣医師会の方々には日頃から拠点への説明会や区役所が開

催しているペット防災の講習会に講師としてお話しいただく

などの協力をしていただいております。 

 

関議員： ぜひ、連携を深めていっていただいて、やがては協定などを結

び、一時避難など大きな意味で横浜市全体でこのペットの避難

というのをどう考えるかというのも結びつけていけたらと思

います。ペットを分けて飼育できるというキットみたいものが

あると聞きましたが、その９か所に整備されていますか。 

 

古家生活衛生課長：スターターキットですね、準備しています。今年度は、

備蓄品をリュックのような形にまとめて、お示しするようなも

のを計画しています。 



 

関議員： 引き続き進めていただければと思います。 

次に、２ページ目のデジタル化推進事業について、自治会町内

会お助け事業の中で、コロナ禍の時に、ネット環境を自治会町

内会館で整える場合に区が独自で支援をしていましたが、予算

がなくなってしまったということで間違いないでしょうか。 

 

柿﨑地域振興課長：ご指摘の通り、令和４年度まではデジタル化設備を導

入する際の導入補助というものを行っております。令和４年度

限りということで、現在はお助け事業ということでアドバイザ

ー等の派遣を行うことで対応しております。 

 

関議員： 非常に残念ですが、その時にこの事業を使ってどのくらいの自

治会町内会が手を挙げてネット環境を整えられたのか伺いま

す。 

 

柿﨑地域振興課長： ＩＣＴ活用支援事業ということで行っておりました

が、令和２年度から令和４年度までの累計で 26 件の支援をさ

せていただいています。支援の内容ですが、インターネット回

線の導入、無線ＬＡＮの対応、プロジェクター及び大型モニタ

ーの導入など様々でございますが、全体で 26 件となっていま

す。 

 

関議員： 今年度の市民局の新規事業で、自治会町内会館の脱炭素化推進

事業がありますが、すでに区内の自治会町内会でも手を挙げて

進めているところがあるかお伺いします。 

 

柿﨑地域振興課長：市民局から聞いている現時点の状況ですが、磯子区内

では、５つの町内会が手を挙げていると聞いております。 

 

関議員： 次に６ページですが、私も先日の商店街朝市にお邪魔して、多

分今までにない人出だったかなと思います。この点線囲みの再

配当事業について、市合計で 32,500 千円ということですが、

これは、区で申請する度に一定の割合で補助をもらうのか、だ



いたい磯子区は年間このくらいと金額が決まっているのか、ど

のような補助の仕方になっているか伺います。 

 

柿﨑地域振興課長：横浜市商店街活性化イベント助成事業ですが、個々の

イベントの申請を商店街、ないしは区の商店街連合会から受け

付けて区のほうで補助対象経費を算出し、経済局から再配当を

都度もらい交付決定を行う形でやっております。最初から決ま

った金額で再配当という形ではございません。 

 

関議員： よく分かりました。続いて 13 ページの高齢者をみんなで支え

るまちづくりですが、数字的なものなので今分からなければ後

で教えていただきたいのですが、磯子区内で現在、訪問介護事

業、訪問ヘルパー事業の事業所数がどのくらいあるのかという

ことと、そのうち、お宅へ訪問するのではなくて自前の施設を

持っている事業所は、大手の介護事業所になろうかと思います

が、割合がわかれば教えてください。 

 

柴田高齢・障害支援課長：今数字が手元にございませんが、磯子区内で小

規模多機能等の施設を含めて通所介護事業所というのは 50 施

設くらいと把握をしております。訪問介護事業所のうち自分の

施設を持っている事業者については、後ほどご連絡させていた

だきます。 

 

関議員： 分かりました。次に、発達障害児の地域支援ネットワークです

が、ネットワーク事業の中で定例会にはどういう方たちが参加

されているのでしょうか。お声かけているのでしょうか。 

 

坂東こども家庭支援課長：発達障害児の地域支援ネットワークについて

は、磯子福祉保健センターといそご地域活動ホームいぶきが事

務局となっており、区社会福祉協議会、南部地域療育センター、

南部児童相談所、特別支援学校、児童発達支援を実施している

事業者、ＮＰＯ法人などの関係機関が参加しています。 

 

関議員： 昨今、個性が強いというか、生きづらさを感じたりしている子



どもたちが増えてきているということですが、放課後デイサー

ビスというのはありますけれども、キッズとか学童などそうい

うところでも、そのようなお子さんがいらっしゃるということ

でありますので、キッズとか学童などもメンバーに入っていま

すか？ 

 

坂東こども家庭支援課長：参加している関係機関の中に、キッズクラブは

入っていない状況となっています。 

 

関議員： 日々、子どもたちと接する方々、指導員の皆さんにも是非こう

いったところにご参加していただいて、その方々のスキルを上

げるということも一つありますでしょうし、関係団体とつなが

っていると、お子さんたちを預かる拠点の一つでもありますか

ら、安心感につながるのかなと思いますので、ご検討ください。

私は私の方で勧めますし、区としてできるところからお声をか

けていただいてそういった動きを進めてもらいたいというこ

とを要望します。よろしくお願いします。 

 

武田議員：地域の掲示板の道路側のところに GREEN×EXPO 2027 の大きな

ポスターが貼られて周知をはかっているかと思いますが、その

下の方に、「自治会町内会に加入して、磯子区から盛り上げよ

う」という文言があるのですが、これはどういう意味でしょう

か。加入すると何か特典のようなものがあるのかと思ってしま

いますが、区としてのご見解を伺います。 

 

柿﨑地域振興課長：掲示板裏側に GREEN×EXPO 2027 のシールを貼らせて

いただいたのは、区連合町内会長から、掲示板の裏に落書きを

されるのでどうしたら良いかという相談があり、区政推進課と

協議していく中で、GREEN×EXPO 2027と区制 100周年を併せて

周知しつつ、自治会町内会の加入促進につながるような文言が

あればということで、区連合町内会長とやりとりしていく中で

あの文言に落ち着いたという経緯です。 

 

武田議員：加入したから何か特典があるというわけではないのですね。 



次に、８ページの新規事業としてデジタルマップの作成をやる

ということですが、なぜこれを作るに至ったか、そもそもの背

景を伺います。 

 

吉田区政推進課長：デジタルマップにつきましては、｢磯子の逸品｣という、

磯子区内の飲食店などを紹介している冊子を区で発行してい

るのですが、色々なお店に足を運んでほしいという中では、デ

ジタル化すれば、もっと多くの方に見ていただけますし、ペー

ジをめくるということなく地図上で連続的に見られることで、

より利便性も向上すると考えております。また、区内の観光施

設などの情報も追加することで広がりを持たせ、磯子区制 100

周年にもつなげていければ、と考え現在準備をしております。 

 

武田議員：確か前回も聞いたかもしれませんが、ホームページからリンク

を貼って飛ぶような仕組みになるのですか。デジタルマップに

行き着くためには、どういった経由でアクセスすることができ

るでしょうか。 

 

吉田区政推進課長：磯子区のホームページからデジタルマップのページに

リンクで飛ぶような形で、スマートフォンやパソコンからアク

セスでき、そこから更に、お店の情報などを詳しく見られるよ

うな形で構成できればと考えております。 

 

武田議員： 24 ページの避難場所等広報ですが、私も最初は全戸配布だと

認識していましたが、先ほどのご説明だと自治会町内会に加入

している方向けに配布をしていくというご説明でしたが、そう

すると自治会町内会に入っていない方にはこれが手元に来な

いということで、これによって分断のようなものを生んでしま

う恐れがあります。実際にこれを配っていくのは地元の自治会

町内会の方だと思いますけれども、その地元の方からこの対象

者に関して意見とかそういったものはあったりするでしょう

か。 

 

角田総務課長：まだ、マップ自体が作成途中でございますので、地域にお



話する流れになっていないので、ご意見をいただく段階ではな

い状況です。基本は全戸配布ということで考えておりますけれ

ども、配布ルートを区連会等でいろいろご説明をしまして、資

料をお配りしたりですとか、お届けするルートを使いまして、

また、単にポストに入れるのではなくて、地域の方とお配りす

るなかで、ちょっと一言二言お言葉を交わしたりということ

で、顔が見えたりつながったりということも想定しています。

ただ、それ以外にも自治会町内会ではなくて管理組合だとか、

そういったところからご相談いただけるように広報はしっか

り行っていって、ご希望のところにはお配りできるようにして

いきたいと思います。通常の区連会等の、自治会町内会経由の

配布と、それ以外の配布と、二通り最終的に、しっかりと配布

をしていきたいと思います。 

 

武田議員：非常に負担が大きいとは思いますが、せっかくマップを作るの

で、地域のつながりが希薄な、こういう人がここに住んでいる

という情報もなかなか今得られない中で、訪問するきっかけ

に、このマップを渡しに来ましたという大義名分をのような感

じで、うまく活用できればいいと思います。また連合町内会長

さんなどと色々と意見交換してもらいながら、一番いい方法で

配布方法を検討していただければと思います。 

備  考  

 


